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論 文 内 容 の 要 旨
論文は 「違伝の認識に関する緒論」 と題 し,序言の外に第一部 「前提的諸概念の確定」,第二部
「故意説及び責任説の見地」,第三部 「自然犯,行政犯区別説」,第四部 「我が判例の概観」,第
五部 「現行刑法 と違法 の認識」の五部より成つている。
序言においては,本論文執筆の基本的構想を明かにし,第一部においては,従来の通説が故意説
の上に立ち故意 ・過失をもつて責任の心理的要素と解する見地を批判 し,目的的行為論の見地から
故意 ・過失 を構成要件の主観的要素 と解すべきゆえんを論究している。
第二部においては,故意説の見地から違法の認識を論ず る諸説を検討し,故意には違法の認識を
必要 としない説,必要とする説、違法の認識は必要でないがその認識の可能性を必要とする説など
を吟味したのち,これ らの諸説は,結局、責任判断の対象とその対象に対する責任 とい う無値値判
断 を混同するものとして誤 りであるとして,違法の認識及び認識の可能性は故意の要件ではなく,
責任の要素と解すべ きであるとし,責任説の見地を明かにしている。
第三部は自然犯 ・行政犯を区別 して違法の認識の要否を決定せん とする説を批判 し.これも故意
説と同一の誤謬を犯していると論究 している。
第四部においては判例の見解を批判 し,第五部において責任説の見地から違法の認識の意義 を論
じ,さらに進んで禁止の錯誤を論 じ,刑法第38条第3項の解釈を論 じている。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
違法 の認識 を故意の側面で把 えるか,責 任 の側面で把えるかは,刑 法学上 の著名な基本的課題 で
ある。本論文提出者は,論 文内容の要旨に よつて も明 らかな ように,故 意説的見地に対 し,種 々な
角度 か ら批判 ・吟味 し,目 的行為論の理論に則 つた責任説の正 当性 を論証 している。論証について
は,ド イツ並びにわが国の諸文献 を広範 囲に渉猟 し,諸学説 の内容を手ぎわよく,正確 に把え.逐
一詳細 な検討 を加 えている 。独創的 な鋭い考察 に欠けているきらいが ないでは ないが,そ の論証の
過程 は着実 ・丹念であ り,従来 の故意説 的見地 に対 して多 くの反 省すべ き余地 を与えたこ とは認 め
なければ な らない 。責任 と故意 との関係について,と くに違法の認識 を中心と して問題を深 く掘 り
下 げ、刑法学界 に対 し.こ の分野 におけ る新 しい研究方法を示 した業績 は,評 価 され てしかるべき
である。
以上 の理由 から.本 研究 に対 しては法学博士の学位 を与えるに相当な ものと認 める。
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